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海外リサーチ事業において 

のれんの減損損失 

特別損失 約1,021百万円を計上 

Kadenceグループの内、UK,US, Indonesia , Singaporeの

各社について、収益の見通しが悪化したため、のれん

残高1,021百万円を減損損失（特別損失）として2019年

第2四半期に計上。上記に伴い、2019年12月期の通期

業績予想を修正。 

国内各事業（国内リサーチ、ITソリューション、その

他）は、第１四半期から引き続き堅調に推移し、売上

高は約6,794百万円、前年同期比113.9％増の結果に。 

特に医療系リサーチ事業を手がけるメディリード、IT

ソリューション事業の売上・利益の伸長は、 

連結売上高を占める割合を着実に押し上げている。 

国内各事業は好調に推移 

（国内リサーチ事業、ITソリューション事業、その他の事業） 

前年同期比 113.9％ 

2019年12月期第2四半期 決算 Executive Summary 01 2019年12月期第2四半期  

連結決算概要 
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2019年12月期第２四半期 連結決算概要 

特別損失の計上により当期純利益が業績予想を下回ったものの、 

国内の各事業は堅調に推移し、売上高は前年同期比102.3% 

01 2019年12月期第2四半期  

連結決算概要 

 

FY18.上期実績 FY19上期実績 対前年比（YoY） FY19 上期業績予想（達成率） 

金額 金額 ％ 金額 ％ 

売上高 8,608 8,808 102.3% 9,434 93.4% 

営業利益 459 423 92.3% 466 90.8% 

経常利益 409 341 83.4% 377 90.4% 

当期純利益 187 △955 - 147 - 



6 Copyright© Cross Marketing Group Inc. All rights Reserved. 

-200

0

200

400

600

800

1,000

1,200

-1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

15.1Q 15.2Q 15.3Q 15.4Q 16.1Q 16.2Q 16.3Q 16.4Q 17.1Q 17.2Q 17.3Q 17.4Q 18.1Q 18.2Q 18.3Q 18.4Q 19.1Q 19.2Q

（百万円） 

【営業利益(折れ線グラフ：右軸)】 

（百万円） 

ITソリューション事業 

リサーチ事業(海外) 

リサーチ事業(国内) 

その他の事業 【売上高(棒グラフ：左軸)】 

Kadence社、R&D社連結開始 

FY2015 FY2016 FY2017 FY2018 

主力の国内リサーチ事業は、売上高48億円 前年同期比108.0% 

ITソリューション事業、プロモーション事業は引き続き好調 

事業セグメント別売上高 及び 連結営業利益推移 01 

東証一部へ市場変更 

2019年12月期第2四半期  

連結決算概要 

FY2019 
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2019年12月期第２四半期 連結損益計算書（概要） 01 
FY18.2Q 

（累計） 
FY19.2Q 

（累計） 
対前年比（YoY） 

売上高 8,608 8,808 102.3% 

売上原価 5,430 5,437 100.1% 

売上総利益 3,178 3,371 106.1% 

売上総利益率 36.9% 38.3% 1.4 pt  

販売費及び一般管理費 2,719 2,948 108.4% 

人件費・採用費 1,632  1,764 108.1% 

減価償却費 75 74 98.8% 

営業権償却費 91 110 120.1% 

その他 922 1,000 108,5% 

営業利益 459 423 92.3% 

営業利益率 5.3% 4.8% △0.5 pt 

経常利益 409 341 83.4% 

特別利益 3 - 

特別損失 △1,060 - 

法人税等 204 241 118.0% 

非支配株主に帰属する 
四半期純利益(△：純損失） 21 △6 - 

四半期純利益 187 △955 - 

のれんの減損損失 

Â海外リサーチ事業において大型案件

の計上が下期以降にずれたことによ

り、売上高は前年同期比ほぼ横ばい

になったものの、外注費は減少し、売

上総利益率は上昇。 

売上総利益率の向上 

Â海外拠点ののれんの減損損失、 

また減損拠点に関連する固定資産

も減損損失が発生したことにより、

特別損失を1,060百万円計上。 

 

2019年12月期第2四半期  

連結決算概要 
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2019年12月期 第2四半期 連結貸借対照表（概要） 01 

Â海外リサーチ事業において、Kadenceグループの内、 
UK,US Indonesia , Singapore について想定した収益
が見込めなくなったことによりのれんの減損損失を
計上し、のれん残高が減少。 

のれん残高の変動 

Âのれんの減損損失の発生により純資産が2018年12
月末より903百万円減少、自己資本比率が3.8pt低
下。 

純資産及び自己資本比率の減少 

単位：百万円 FY2018.4Q末 FY2019.2Q末 前期末比 

 流動資産 7,130 6,657 93.4% 

現金及び預金 2,606 2,662 102.2% 

売上手形及び 
売掛金 

3,311 2,712 81.9% 

その他 1,213 1,282 105.7% 

 固定資産 3,300 2,240 67.9% 

のれん 1,481 327 22.1% 

関係会社株式 184 117 63.5% 

その他 1,634 1,796 109.9% 

 総資産 10,429 8,897 85.3% 

単位：百万円 FY2018.4Q末 FY2019.2Q末 前期末比 

 流動負債 4,298 3,929 91.4% 

買掛金 1,573 1,345 85.5% 

短期借入金 272 373 136.9% 

その他 2,453 2,211 90.1% 

 固定負債 2,231 1,971 88.3% 

長期借入金 1,983 1,728 87.1% 

その他 248 242 97.6% 

 純資産 3,900 2.997 76,8% 

資本金・剰余金等 1,144 1,297 113.4% 

その他 2,756 1,700 61.7% 

自己資本比率 36.3％ 32.5% △3.8 pt 

2019年12月期  

第2四半期決算概要 
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単位：百万円 FY2018 2Q FY2019 2Q 増減 

 営業キャッシュ・フロー 799 481 60.2% 

税引前純利益 411 △720 - 

減価償却費 85 82 96.4% 

減損損失  1,060 - 

のれん償却額 91  110 120.1% 

持分法による投資損益（▲:益） 34 67 198.7% 

売上債権の増減額（▲:増加） 533 546 102.5% 

法人税等の支払額 215 △389 - 

その他 142 △276 - 

 投資キャッシュ・フロー 128 △118 - 

投資有価証券の取得による支出 37 △73 - 

有形固定資産の取得による支出 44 △41 - 

無形固定資産の取得による支出 56 △51 - 

その他 9 47 522.2% 

 財務キャッシュフロー 295 △287 - 

 短期借入金の純増減額 15 102 665.0% 

 長期借入金の返済による支出 268 △334 - 

 配当金の支払額 44 △59 - 

 その他 1 2 - 

 現金同等物の換算差額 25 △18 - 

現金及び現金同等物期末残高 2,397 2,662 111.1％ 

ÂKadence社の株式取得に掛かる長
期借入金を継続的に返済を実施。 

長期借入金の返済・借入 

Â国内事業（国内ﾘｻｰﾁ、ITｿﾘｭｰｼｮﾝ、
その他の事業）は堅調に推移し、
安定した営業CFを計上 

堅調な利益計上により、 
安定した営業ＣＦが継続 

2019年12月期 連結キャッシュフロー計算書（概要） 01 2019年12月期  

第2四半期決算概要 
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02 
2019年12月期第2四半期 

事業セグメント別の状況 



11 Copyright© Cross Marketing Group Inc. All rights Reserved. 

リサーチ 
(国内・海外) 

ＩＴソリューション その他 

デジタルマーケティング領域へ注力 

国内リサーチが売上を牽引 
各社堅調な推移により増収増益を継続 

運用型案件の積極的な案件獲得が奏功 

売上高は前年同期比34.9%増 
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事業セグメント別売上高 及び セグメント利益比較 
事業セグメント 

別の状況 02 

FY2018 

上期 
FY2019. 
上期 

対前年比
（YoY）％ 

売上高(国内) 4,472 4,831 +8.0% 

売上高(海外) 2,644 2,015 △23.8% 

セグメント利益 1,023 874 △14.6% 

※事業セグメントごとの売上高は、外部売上を記載しております。 売上高（左軸：棒グラフ）、セグメント利益（右軸、折れ線グラフ） 

（百万円） 
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FY2018 

上期 
FY2019. 
上期 

対前年比
（YoY）％ 

売上高 1,216 1,591 +30.8% 

セグメント利益 110 159 +45.2% 

FY2018 

上期 
FY2019. 
上期 

対前年比
（YoY）％ 

売上高 275 372 +34.9% 

セグメント利益 1 53 +3868% 
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Â 国内リサーチ事業は前年比108.0％と堅

調に進捗。主力クロス・マーケティングの
売上高は前年比6.7%増に。調査会社・広

告代理店への売上比率が増加。 
（単位：百万円） 

売上高 

セグメント利益 

リサーチ事業【国内・海外】業績推移 

国内リサーチ事業は売上高約48億円 前年同期比108.0% 

海外リサーチ事業は大型案件の更なる遅れにより売上・利益が減少 

4,003 4,314 4,448 4,472 4,831 

2,237 1,815 
2,468 
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Â 海外リサーチ事業は大型案件のスケ

ジュールに更なる遅れが生じ、売上は減
少。下期以降は、前年同規模の売上を

見込む。 

Â 医療系リサーチを手掛けるメディリード

はグローバル案件対応強化・国内外へ
の積極的な営業により売上高65.3%増、

営業利益は140.9%増と、好調な進捗。 

 

事業セグメント 

別の状況 02 事業セグメント別の状況【リサーチ事業】 

FY2018 
上期 

FY2019. 
上期 

対前年比
（YoY）％ 

売上高(国内) 4,472 4,831 +8.0% 

売上高(海外) 2,644 2,015 △23.8% 

セグメント利益 1,023 874 △14.6% 
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主力クロス・コミュニケーションを中心に各子会社は堅調に推移 

売上高は約16億円 前年同期比30.8%増 

Â 主力クロス・コミュニケーションの売上がIT

ソリューション事業全体の売上を牽引、ま
た2018年12月期に株式取得したサポタン

ト社の連結開始により、売上高は約16億

円、利益は約1.6億円と好調に進捗。 

Â 金融系アプリ開発の受託案件が好調に推

移し、上場Net証券口座対応アプリ占有率
60％超に達した。フィンテック系企業から

は新規大型案件を受注し、売上・利益に

寄与。 

事業セグメント別の状況【ITソリューション事業】 
事業セグメント 

別の状況 02 
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ITソリューション事業 業績推移 

売上高（左軸） 

セグメント利益（右軸） 

FY2018 
上期 

FY2019. 
上期 

対前年比
（YoY）％ 

売上高 1,216 1,591 +30.8% 

セグメント利益 110 159 +45.2% 

（単位：百万円） 
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その他の事業 業績推移 

Â 営業組織体制の再編成及び、運用型案

件の積極的な案件獲得が奏功し、売上
高は前年同期比34.9％増と好調な進

捗。案件数の増加に伴い、採用・人員

育成への強化を促進する。 

Â 収益性を意識した営業活動により粗利

率は改善傾向を継続。 
セグメント利益は前年同期より約52百万

円増加した。 

事業セグメント別の状況【その他の事業】 
事業セグメント 

別の状況 02 
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運用型案件の積極的な案件獲得が奏功 売上高は前年同期比34.9%増 

営業体制の更なる強化により粗利率が大幅に改善 

売上高（左軸） 

セグメント利益（右軸） 

FY2018 

上期 
FY2019. 
上期 

対前年比
（YoY）％ 

売上高 275 372 +34.9% 

セグメント利益 1 53 +3,868% 

（単位：百万円） 
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2019年12月期通期の 

業績予想の修正について 03 
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海外子会社ののれんの減損損失 

（特別損失）約１０億円を計上 

海外リサーチ事業のKadenceグループの内、UK, US, 
Indonesia, Singaporeについて、当初想定した収益が見込
めないことから、のれん残高1,021百万円を減損損失（特
別損失）として第2四半期に計上。 
通期業績予想にも反映し、当期純利益を570百万円から
当期純損失490百万円に修正。 

売上高・営業利益・ 
経常利益は期初予想を維持 

2019年12月期の業績予想の修正について 
2019年12月期 

業績予想の修正について 03 

国内事業（国内リサーチ事業、ITソリューション事業、その
他の事業）は堅調に推移し、前年同期を上回るとともに概
ね業績予想通りに推移。 
海外事業の業績が予想を下回ったものの、売上高・営業
利益・経常利益は期初に公表した通期業績予想を維持。 
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経費削減及び管理体制強化 

により事業推進へ注力 

海外リサーチ事業の状況及び通期業績予想について 
2019年12月期 

業績予想の修正について 03 

Kadenceグループののれん償却費として、2019年第2四半期
累計期間に認識していた約70百万円については、減損損失
の計上により2019年下期以降は費用化されない見込み。 
ただし、海外リサーチ各社の状況及び日本国内における消
費税増税の影響可能性等を考慮し、営業利益・経常利益に
ついては、当初予想を維持。 

経費削減及び体制変更により、速やかな業績回復を目指
す。特に本社からのガバナンス強化により、意思決定のス
ピードアップを図り、より事業の推進に注力できる環境を構築
する。 

通期業績予想 

についての前提 
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好調に推移する国内事業が海外リサーチ事業の業績を支え、業績予想は 

売上高、営業・経常利益を維持 特別損失計上により当期純利益のみ修正 

2019年12月期通期業績予想の修正 

※事業セグメントごとの売上高は外部売上を記載しております。 

  FY19 
業績予想 
2019/2/14公表 

FY19 
業績予想 
2019/8/14修正 

前回業績予想比 FY18 実績 

増減額 率 金額 前年比 

売上高 20,000 20,000 － －   17,492 114.3 

国内リサーチ 10,220 10,220 － － 9,551 107.0 

海外リサーチ 5,456 5,456 － － 4,742 115.0 

ITソリューション 
ン 3,308 3,308 － － 2,542 130.1 

その他 1,017 1,017 － － 656 155.1 

営業利益 1,250 1,250 － －   955 130.9 

経常利益 1,109 1,109 － －   840 132.0 

当期純利益 570 △490 △1,060 －   507 112.5 

（単位：百万円） 

2019年12月期 

業績予想の修正について 03 
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04 
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2019年12月期の 

株主還元・配当金額について 04 

「連結配当性向15％前後を目安に配当金額を決定」 配当方針 

2019年12月期 配当金予想：1株6.0円(中間：3.00円、期末：3.00円） 

13.5％ 

4.5円 

※当社は、株式を2013年2月18に2分割、2014年6月1日に3分割しており、１株当たり配当金は過去に遡及して記載しております。 
※過去の１株当たり配当金は分割遡及後、小数点２位を切り捨てて記載しております。 

3.3円 

5.5円 

33.1％ 

19.5％ 

12.8％ 

6.0円 
5.5円 

21.2％ 

6.0円 
5.5円 

海外リサーチ事業ののれんの減損損失の計上は、 

一過性の特殊要因のため期初想定していた配当金額を維持 
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参考資料 05 
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05 マーケティングリサーチ国内市場動向 参考 

市場規模推移 

出典：JMRA「第44回経営業務実態調査」 

705億円 

(前年比+4.9%) 

1,485億円 

(前年比+0.6%) 

ネットリサーチ 

その他の調査 

ネットリサーチの順調な拡大が寄与し 
国内リサーチ市場全体で２％の増加 成長傾向を維持 
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Kadence Singaporeが、 

Agency of the Year Award 2019で金賞受賞 

Kadence Singaporeが、Marketing Magazine

が主催するAgency of the Year Awards 2019

で、マーケティングリサーチエージェンシー部門に
おいて初めて金賞を受賞。 

※Marketing Magazineは、アジアにおける広告・マーケティング・メ
ディアインテリジェンスの専門メディアで、広告やマーケティングの専
門家に親しまれている著名なメディアです。 

2019年度12月期第2四半期トピックス 

シニアマーケティングを目的とした 
「iDOBATA KAIGI」開催100回を突破 

リサーチ・アンド・ディベロプメントが主催するシ
ニアのコミュニティ「iDOBATA KAIGI」が、2019

年6月に100回目を迎えた。 

 
「iDOBATA KAIGI」は、シニア世代をより近くで

感じ、シニアの実態を知ることで、 
シニアマーケティングにおける画期的な 
コンセプトや商品開発を共創することを目的に、
2012年12月より当プロジェクトを始動。 
 
これまでに延べ610社978名の方が、その様子

を見学した。 
 
 

05 参考 
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SBI証券が提供する投資信託の 
積み立て専用アプリを開発 

株式会社SBI証券が提供を開始する投資信託に
おける積立専用のスマートフォン向けアプリ 
「かんたん積立アプリ」の開発を支援。 
 
総合口座で利用されている投資信託の積立買
付をスマートフォン上で管理することが出来、積
立方法の変更や新規開始が可能となった。 
 
 
 
 

アプリ名：かんたん積立  
アプリ推奨環境：対応OS / iOS：OS 9.0 以上 Android：OS5.0以上 
対応機種 / iPhone：4s以降、Android：指定無しアプリ価格：無料 

上場Net証券口座対応アプリ 
占有率60％超 

株式会社クロス・コミュニケーションは、上場ネッ
ト証券会社に対しては、全保有口座のうち、約
60％を占める口座に対して 
取引アプリを提供した。 
 
高品質を実現する開発体制、及び金融業界での
実績の積み重ねが、証券会社等を中心に多数
の開発・運用実績に繋がった。 
 
 

2019年度12月期第2四半期トピックス 

金融系アプリ 
トップクラスの開発実績 

05 参考 
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05 参考 2019年度12月期第2四半期トピックス 

「ポラリス‐ROI見える化マーケティングパッケー
ジ‐」の提供開始 

マーケティングサイエンス事業を手掛ける、株式
会社コレクシアと業務提携し、企業のマーケティン
グ施策の費用対効果分析から、分析結果に基づ
く広告配信までを一気通貫で担う新たなサービス
「ポラリスーROI見える化マーケティングパッケー

ジー」の提供を開始。 
 
 
 
 

新規顧客体験型プロモーションサービス 
「ここトラ」「こみトラ」提供開始 

D&M社は、新規顧客に対する体験型プロモーショ
ンサービス「ここトラ（ここでトライアルしてみる）」、
及びタスクコミット型テストマーケティング「こみト
ラ）の提供を開始。 

ここトラ 
キャンペーンやイベント等で協力が必要な企業と、協力したい生
活者をつなぐマッチングサービス。 
こみトラ 
企業より依頼されたタスクに参加希望者を募集、タスクに関する
評価調査への回答を提供するサービス。 

社名：株式会社コレクシア 
設立：2011年7月22日 
代表取締役：村山幹朗 
事業内容：マーケティングサイエンス事業 
     戦略コンサルティング事業 
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05 クロス・マーケティンググループ会社概要 参考 

株式会社クロス・マーケティンググループ 社名 

五十嵐 幹 代表者 

2013年6月3日 
持株会社体制への移行に伴い新規設立、 
クロス・マーケティングの設立は2003年4月1日 

設立 

6億4,671万円 資本金 

2,092名 [内、臨時従業員546名] 従業員数 

[連結] 

リサーチ事業・ITソリューション事業他 事業内容 
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05 クロス・マーケティンググループの沿革 参考 

東京都渋谷区にて創業 4月 

本社を東京都中央区に移転 1月 

株式会社VOYAGE GROUP及びその子会社 

株式会社リサーチパネルと資本・業務提携 

5月 

株式会社インデックスより 

モバイルソリューション事業の一部を譲受し、 

株式会社クロス・コミュニケーションが営業開始 

8月 

中国(上海)に子会社 

Cross Marketing Chinaを設立・営業開始 

5月 

単独株式移転により 

株式会社クロス・マーケティンググループを 

新設し、持株会社制へ移行 

6月 

Markelytics社及びMedePanel社の株式取得 8月 

シンガポールに子会社 

Cross Marketing Asiaを設立・営業開始 

9月 

本社を東京都新宿区に移転（東京オペラシティ） 5月 

欧米アジア等8ヶ国に展開する 

Kadenceグループを完全子会社化 

11月 

関連会社リサーチ・アンド・ディベロプメントを 

連結子会社化 

2月 

クロス・コミュニケーションが函館に 

子会社クロス・プロップワークスを設立 

4月 

株式会社メディリード、 

株式会社ディーアンドエムを設立・営業開始 

7月 

東京証券取引所マザーズ市場に上場 10月 

2003年 

2004年 

2006年 

2008年 

2011年 

2012年 

2013年 

Cross Marketing（Thailand）Co., Ltd 

[現Kadence International (Thailand) Co., Ltd.]を設立、 

Jupiter MR Solution（タイ）の子会社化 

8月 

クロス・コミュニケーションがJIN SOFTWARE株式会社[現 株式

会社クロス・ジェイ・テック]を 

子会社化 

9月 

Japan Publicity社からマーケティング事業譲受 11月 

株式会社ショッパーズアイ営業開始 4月 

東京証券取引所 市場第一部へ市場変更 3月 

2014年 

2015年 

2016年 

2018年 

株式会社クロスベンチャーズを設立 4月 

クロス・コミュニケーションが 

サポタント株式会社を子会社化 

10月 
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マーケティングリサーチ事業 

ネットリサーチを初めとするマーケティングリ
サーチに関するサービスの提供 

マーケティングリサーチの企画設計、実施及び
コンサルテーション 

ヘルスケア・メディカル領域の 
マーケティングリサーチ事業 

顧客行動分析と業務コンサルティング 

覆面調査により消費者の 
視点からサービス水準を評価 

英国、米国およびアジア各国に展開し、マーケ
ティングリサーチ事業を行う企業グループ。持
株会社本社はシンガポール。 

欧米メインのクライアントを持つマーケティング
リサーチ会社。本社はバンガロール。 

疾病ごとの医療従事者・患者専用もモニターの
管理・運営 

タイ王国及びその他アジア地域を中心としたリ
サーチ事業 

ITソリューション事業 

モバイル／スマートフォン向けWEBサイト、
システムの企画・開発・運用 

函館において、グループ内のデータ加工・処
理業務等のアウトソーシングサービスを提
供。 

システム開発のエンジニアリングサービスの
提供。 

WEB/EC業界特化型人材派遣・人材紹介、
WEB/ECセミナーの企画・運営 

その他の事業 

消費者データを活用し、最先端のマーケティ
ングサービスを提供 

投資事業並びにそれに付随する業務 

05 グループ会社一覧 参考 
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（単位：百万円） 

※当社は、株式を2013年2月18に2分割、2014年6月1日に3分割しており、１株当たり指標(EPS,BPS)は過去に遡及して記載しております。 

05 連結業績及び主な指標の推移 (2014年~2018年) 参考 

2014年12月期 2015年12月期 2016年12月期 2017年12月期 2018年12月期 

売上高 8,141 14,859 15,969 16,758 17,492 

リサーチ事業 6,663 12,902 13,373 14,058 14,293 

ITソリューション事業 1,372 1,704 1,907 2,147 2,542 

その他の事業 106 253 690 553 656 

営業利益 536 1,233 1,342 727 955 

経常利益 521 1,185 1,267 597 840 

当期純利益 245 559 837 △703 507 

純資産 2,897 3,945 4,474 3,598 3,900 

総資産 7,872 9,970 9,932 9,564 10,429 

1株当たり配当金（円） 4.5 6.0 5.5 5.5 5.5 

EPS（円） 13.61 30.81 42.85 △36.00 25.92 

BPS（円） 150.54 193.17 221.49 177.75 193.79 

ROE（％） 9.5 17.2 20.7 △18.0 14.0 

ROA（％） 8.8 13.3 12.7 6.1 8.4 
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本資料に関するご注意 

本資料は、業績に関する情報の提供を目的としたものであり、当社が発行する有価証券の
投資を勧誘するものではありません。 

本資料に掲載された意見や予測等は資料作成時点の当社の判断であり、その情報の正確
性、完全性を保証し、または約束するものではなく、また 今後、変更されることがあること
をご了承下さい。 

～本資料に関するお問合せ先～ 

株式会社 クロス・マーケティンググループ グループ経営戦略部 

Mail：ir- cm@cross- m.co.jp 

Cross Marketing Group Inc. 

https://www.cm-group.co.jp 


